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『石清水物語』及び『苔の衣』の研究

関本真乃

論文要旨

本論文は、鎌倉時代中期、所謂後嵯峨院時代に成立したとされる作り物語『石清水

物語』及び『苔の衣』について、実証的に考察するものである。後嵯峨院時代とは、

仁治三(一二四二)年に後嵯峨院が即位して以降、文永九(一二七二)年に没するまでの

約三十年間を指し、後嵯峨院の后大宮院の下命により物語歌集『風葉和歌集』（文永

八年成立）が撰ばれた。『風葉和歌集』は当時存在した二百余の物語から秀歌を選出

しており、この時期の作り物語の享受・制作が盛んであったことが窺える。『石清水

物語』及び『苔の衣』も、『風葉和歌集』に和歌が複数採られていることから、文永

八年（一二七一）までには成立していたことが明らかである。

序章では、『石清水物語』及び『苔の衣』が成立したとされる後嵯峨院時代を中心

に、鎌倉時代の『源氏』享受や「準拠」について概観した。第一章及び第二章は『石

清水物語』について、第三章から第五章までは『苔の衣』についての論考である。

第一章

まず、「伊予守」という呼称は、源氏の著名な武将義経・頼義、及び平家の武将維盛

が伊予守であったことを髣髴させる。また、伊予守の童名である「鹿島」は、鹿島神宮の祭神

武甕槌神が東国の軍神であることに基づいた名であると考えられる。さらに伊予守は、その

美しさを不吉に感じた父によって、幼くして鎌倉の八幡若宮に預けられて以来、長年八幡を

信仰し、石清水八幡に恋の成就をも祈願する。しかも、伊予守が出家を遂げる場所は比叡

山ではなく、当時の王朝物語における出家場所としては特異な「高雄」である。「高雄」の

神護寺は、元々「八幡之御願」によって建立された寺と考えられており、この当時も八幡との

関係が深い。『石清水』は伊予守を、八幡信仰という当時の源氏武士の特徴を打ち出し

て描いているのである。

加えて、伊予守の人物造型には、『西行物語』の西行と『平家物語』に描かれる平維

盛という二人の武士像が影響を与えている。

わざわざ矛盾を生じさせてまで、伊予守と北方の結婚時の年齢を、『平家物語』の維盛と

北方と一致させること、及び詞章および展開の類似からも、伊予守出家場面は、維盛出家

・入水場面を参考に成ったと考えられる。また、伊予守の出家時の年齢や、煩悩を捨て自ら

髻を切る点には『西行物語』のような西行説話が影響した可能性がある。そのうえ、伊予守の

発言もしくは心中思惟においてのみ、西行独特の表現が見られることからも、元北面の武士

である西行が、伊予守を描く際の一つのモデルとして利用された可能性は高い。

以上、『石清水物語』の主人公伊予守が、軍記物語や説話、信仰や歴史知識等を幅
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広く利用することにより、武士の特徴を有する人物として意図的に造型され描かれて

いることを検証した。

第二章

伊予守以外にも、姫君の描写や人物造型に関しては、玉鬘や『夜の寝覚』の女君の

影響が指摘されている。また、秋の大将についても、薫や源氏の影響が指摘されてい

る。このように『石清水』の登場人物一人ひとりは、様々な先行文学作品の印象的な

場面や要素を抽出し、寄せ集めて造型されていると考えられる。

しかし、『石清水』の根底にあるのは、源氏と藤壺の関係性に基づいて形作られた

伊予守と姫君の関係であることを表現及び人物造型から検証し、『石清水』は伊予守

や姫君の、個人としての人物造型よりも、まず源氏と藤壺の関係性に注目して読まれ

るべきであると述べた。

その上で『石清水』の作者は、、藤壺と光源氏の物語から親としての葛藤やお互い

以外の他者の存在を切り捨て、思い合うが宿命的に結ばれ得ない男女の悲恋、という

要素に焦点をあてている。すなわち『石清水』の本質は、前世からの縁を有しながら

も、現世で結ばれないがために来世での一蓮托生を願うという、一人の男君と一人の

女君の間で完結する、運命的な悲恋を描く分かりやすい恋愛小説であることを論じた。

第三章

苔衣大将の系譜は、顕信と、頼通・教通という道長の息子の系譜を集約して下敷

きにしている。『苔の衣』の登場人物達の系譜も、摂関政治全盛期の史実の系譜を大

々的になぞっていると考えられるが、その中心となるのはあくまで苔衣大将である。

加えて苔衣大将に内親王降嫁問題が持ち上がり、女君への愛情から苦悩するが結

局破談となる点、夢に亡き女君が現れ歌を詠む点、関白の息子が出家して聖の衣を

着る点には、それぞれ『栄花物語』の顕信・頼通・教通の逸話が利用されており、

苔衣大将は、これらを集約して造型されている。

その意図は、道長の息子という栄達を半ば約束された人物の逸話を集約し、史実に

依拠した動機付けを行うことで、関白嫡男にして唯一の男子である苔衣大将の出家遁

世という、他に類を見ないほどの衝撃的出来事を、「実際にありえたかもしれない必

然のこと」として説得力を持って描くことにあると考えられる。

『苔の衣』が史実を援用してまで、意を注いで描いたのは苔衣大将の出家遁世であ

り、主題を担うという意味で、大将の誕生から出家遁世までを描く秋巻までにおいて、

苔衣大将は紛れもなく主人公であると言えよう。

第四章

『苔の衣』が成立した当時には、年立の整合性よりもむしろ系譜が、貴族社会に
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おける一般常識として定着しており重視されたと考えられる。本章では、これまで

矛盾点が多いとされていた『苔の衣』の複雑な人間関係を整理し、関白家と、対抗勢

力である内大臣家及び左大臣家が競合する政治情勢を指摘し、矛盾点を解明した。

その上で、『苔の衣』が史上実在した人物の系譜や逸話をいかに利用しているか考

証した。その結果、故先帝から春宮に至る物語の根幹となる系譜が、摂関政治全盛期

の史実の系譜をほぼ忠実になぞっていることを検証した。また関白家の対抗勢力と

して登場する内大臣家及び左大臣家に関しても、左大臣家は小野宮流と小一条流の系

譜を集約していること、内大臣家は系譜および人物造型の面でも中関白家の系譜と逸話

を取り込んでいることを、系譜やそれぞれの人物に関する『栄花物語』の逸話などの

摂取の様相を指摘することによって明らかにした。

『苔の衣』に見られる史実の系譜、逸話の利用は、『源氏物語』が学問研究の対象

としても重視されるようになった時代、おそらく『源氏物語』から学んだ「準拠」と

いう方法を、当時の物語作者が活用した実例として、注目すべきものである。

第五章

主人公苔衣大将の出家遁世を描く、という構想がはっきりと窺える春巻から秋巻ま

でに対し、冬巻は大将出家後を描くという内容、その子供たちの世代に紙面を割く点

からしても、一見蛇足と捉えられかねない。本章では冬巻の存在意義を問い直し、『苔

の衣』全体を貫く主題があるかどうか考察した。

苔衣大将と、冬巻に登場する兵部卿宮とは対比されて描かれている。これを踏まえ

『狭衣』摂取の様相を検討し、苔衣大将が、狭衣大将を人物造型の参考とした上で、

狭衣大将がなしえなかった出家遁世を実行する人物として描かれていること、かつ冬

巻に登場する兵部卿宮が、狭衣大将や柏木を人物造型の参考としながらも、執着深く

自分本位で、好感を持ちにくい上同情の余地もない人物として造型されていることを

検証した。冬巻における兵部卿宮の描写等が、先行物語を独創性に乏しいまでに摂取

する理由は、苔衣大将と比較して、兵部卿宮を魅力的でない人物として描くためでは

ないだろうか。

また、冬巻においては、兵部卿宮と苔衣大将が対照的に描かれることによって、仏

道修行に専心した苔衣大将が、兵部卿宮の執念に打ち勝つさまが強調されるのである。

この対照が最も際立つのが、冬巻末の春宮女御をめぐる物の怪騒動である。兵部卿宮

は自らの所行によって我が子をその手に抱けず、死後もその執着によって愛する女君

（春宮女御）に取り憑く。この兵部卿宮の執着に打ち勝ち、娘（春宮女御）を救うの

は、我が子を捨て出家遁世するけれども、執着を捨てて仏道修行に励んだ大将の行力

なのである。この展開は冬巻の山場と言え、「道心」深い大将と「執着」深い兵部卿

宮とは、春宮女御を挟んで見事な対照をなしている。つまり、物語全体から見た冬巻

の意義は、出家遁世を果たした後の大将の修行専心の有様の類なさ、道心深さを際立



- 4 -

たせることにあると言えよう。

すなわち、物語の主題は、春巻から冬巻まで一貫して苔衣大将の類ない出家遁世と

その仏道専心を描くことにあると言え、巻頭文の「苔の衣の御仲らひ」の「あかぬ別

れまで、ためしなくあはれなること」とは、他でもない女君との契りが、苔衣大将を

出家遁世させ、かつ出家後も仏道へ専心させる機縁となったことを指すと考えられる。

ここには、所謂王朝物語よりも寧ろ『発心集』等、当時の仏教説話に接近した価値

観を看取できるのであり、仏教説話や当時の仏教観との関わりを更に検討した上で『苔

の衣』を読む必要がある。


